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循環する回流型の開水路（図 2）に供試魚のトミヨを 3 尾ずつ放し，馴致→遊泳→遊泳時間および
流速の計測を15.0℃（±1.0℃）と25.0℃（±1.0℃）の 2パターンで行なった。得られた実験デー
タから，Brett（1964）の 60 分間臨界遊泳速度(以下「60分間 CSS」という)を算出し，供試魚の標
準体長（mm），体高（mm），体重（g）との関係を求めた（図 1）。なお，60 分間 CSS（cm/s） は
（1）式で定義される。 
 60分間 CSS ＝ Vmax60（Vmax－Vmax60）× T／3600      （1） 
ここで，Vmax60 は魚が 60 分間完泳できた最大の流速（cm/s），Vmax は魚が実験中に押し流さ
れた流速（cm/s），Tは Vmaxにおける遊泳時間（s）である。 




実験時水温 15.0℃の条件における供試魚の標準体長と 60 分間 CSS の相関関係を図 3 に示した。
供試魚の標準体長は37.0～55.5mm(平均体長 47.1mm，9個体)であり，（1）式から算出された60分
間 CSSは 10.76～15.51cm/s の範囲であった。実験での供試魚の尾数が9個体と少ないため，標準体




囲は 5.71～10.1mmであるが，7～8mmあたりをピークに 60分間 CSS値の値は緩い山型の曲線を描く
ように分布した。体高 7～8mm の供試魚の標準体長は 40～45mmくらいの範囲にあることから，前述
のように，魚類の成長過程での遊泳能力の変化が起因しているものと考察した。 
同実験条件下における供試魚の体重と60分間 CSSの相関関係を図 5に示した。供試魚の体重の範
囲は 0.29～1.19g であるが，0.6g あたりをピークに 60 分間 CSS の値が緩い山型の曲線を描くよう
な分布傾向が見られ，体重に関しても標準体長や体高の場合と同様の理由が起因しているものと考
察した。 
 図 6 に実験時水温 25.0℃の条件における供試魚の標準体長と 60 分間 CSS の相関関係を示した。
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図 1 トミヨ属淡水型の標準体長・全長と体高 
図 2 回流水槽の模式図（平面） 






















































図 5 体重と 60分間 CSSの相関関係（水温：15℃） 
図 6 標準体長と 60分間 CSS の相関関係（水温：25℃） 
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